
 
 
 
 
第６５回滋賀県教育美術展の審査会が，平成３０

年１１月２２日（木）滋賀大学教育学部附属小学校に
おいて行われました。 
今回の教育美術展にはどのような傾向の作品が

集まったのでしょう。展覧会の見どころや，作品の見
方について，審査会に参加した先生方にうかがいま
した。（順不同・敬称略） 
 
■４歳児 

【審査：山田・古賀・浅野】 
１）作品を見て，よかったこと 
・題材が身近なもので無理のない表現がされていた。 
・発達に合った線描表現が多く見られ、画材も絵の具、 
サインペン、コンテ、パス等、それぞれに工夫して使 
われていた。 

２）気になったこと 
・画用紙の色の選択と絵の具の色合いとの組み合わせで 
子どもの表現が見づらいものがあった。 

・絵の具の濃さについて教材研究が必要である。  
３）これから望むこと 
・子どもの思いから出た表現に、教師の思いが入りすぎて 
いると感じる作品が気になった。また、空間に色をぬ 
ったり、模様をつけたりするものもあった。空白も表 
現の一つであるということを学んでいきたい。 

 
■５歳児 

【審査：松井・大矢・鎌田・木村】 
１）作品を見て，よかったこと 
・描きながら遊びや想像を膨らませ、物語をつくりながら 
楽しんでいる絵は大変魅力があっ
た。 
・経験したことが題材となり、園や 
地域ならではの題材が見られた。 

２）気になったこと 
・何工程も重ねている作品があり、 
作品づくりの意図が強く表れす   
ぎているものがあった。 

・背景をぬりこんだり、絵の具遊び 
をして紙面づくりをしたりする  
ことで、せっかくの表現や線描が 
消されてしまっている作品が見 
られた。 

３）これから望むこと 
・台紙の色、絵の具や材料の選定等、題材に合ったものが 
選べるよう研修や教材研究が必要である。 

 
■小学校１年生 
【審査：北居・辰巳・上原】 
１）作品を見て，よかったこと 
・１年生らしく、線や色、形を楽しんだ作品が多く、色づ 
かいもバラエティに富んでいた。描きこみすぎず、空 
間や余白が生きたものや黄ボール紙や色画用紙等のよ 
さが生きた作品が目を引いた。 

２）気になったこと 
・包装紙や折り紙等を貼った作品は、子どもの線描が生か 
されないことが多かった。また、四つ切り画用紙をはみ 
出したものも作品全体のまとまりに欠けた。 

３）これから望むこと 
・題材選びと技法がマッチングしていると、子どもはどん 
どん思いを広げ、楽しんで製作ができると思う。指導 
者として、いろいろ工夫して独創的な指導力を磨いて 
いってほしい。 

４）その他，気づいたこと 
・人物クロッキーの描き方がパターン化したものが散見 
された。指導者が、指導本等を見方や描き方の参考と 
するのはよいが、子どもがこう描きたいという願いに

添った表現にしていってほしい。 
 

■小学校２年生  

【審査：瀬邊・万歳・川瀬・西島】 
１） 作品を見て， 

よかったこと 
・手先がずいぶん器用 
になり、絵画領域に 
おいても大きく発 
達する２年生に見 
合った、子どもらし 
く、かわいらしく、 
ほのぼのとした作 
品に出会うことが 
できた。 

２）気になったこと 
・昔から定番となっている題材「ザリガニ」「虫つかみ」 
「スイミー」等が大変多く目にされた。新しい切り口 
で今の子どもたちが、より一層楽しく表現できるよう 
時代にマッチした指導者の解釈を期待したい。 

・「たまごの中から」の作品も大変多く、四つ切り画用紙 
からはみ出していて、残念ながら規格外で落選となるも 
のが多く見受けられた。 

・スクラッチ技法を用いた作品の多さ、一つの作品に３～ 
４つの技法を多用した作品が見られた。子どもの表現へ 
の思いを大切にした指導を心がけたい。 

３）これから望むこと 
・「子どもたちにこうさせたい」という指導者の思いばか 
りが全面に出ている作品ではなく、素朴で無理のない子 
どもらしい表現を期待したい。 

 
■小学校３年生  
【審査：松山・辰岡・小渕・西村】 
１）作品を見て，よかったこと 
・色づかいが美しく、題材に合っていた。 
・構図や対象、物・人物の様子を子どもの力で楽しんで描 
いている作品が見られた。 

・作品テーマと技法がマッチし、３年生に適していた。 
２）気になったこと 
・紙面いっぱいに描きすぎ、中心がはっきりしない作品が 
あった。事前指導のあり方やねらいはどうだったか、 
気になった。 

・題材に適した用紙を選択できているか気になる作品が
見られた（黄ボール紙やろう紙、色画用紙の色選び、画
用紙を２枚重ねた作品等）。  

・高学年で扱うようなテーマ、題材、技法があり、３年生 
の発達段階に合っていない作品が見られた。 

３）これから望むこと 
・各校で作品を持ち寄って作品鑑賞をし、教師の研修の場 
を持ってほしい。 

・子どもがノートに描いた落書きを大切に考える。また、 
写生画、生活画、人物のクロッキーを取り入れていくこ 
と。 
 

■小学校４年生  

【審査：赤沢・田口・三橋・伊達】 
１） 作品を見て，よかったと思われたこと 
・４年生の児童は、表し方を工夫したり、想像したことを 
表すことに熱中したりする中で、一人ひとりの特性が目 
立つようになり、多様な試みが見られるようになる。細 
部までこだわりながら、丁寧に表した作品が多く見られ 
たことがよかった。 

２）気になったこと 
・「ヘチマ」「運動会」等を主題とした作品の多くが、同じ 
構図と画材、表し方であったことが気になった。児童 
のこだわりが見られる作品をめざしたい。 

・技法や材料について、高学年で扱いたいものや低学年で 
扱ってきたものだけであること、一つの作品にいくつも 
の技法を詰め込みすぎていることが気になった。 

３）これから望むこと 
・決められた主題と方法で明確な手順通りに表すという 
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よりも、児童が表したいこと 
を思いつき、工夫しながら表 
したり、試行錯誤する中で表 
したいことを思いついて表し 
たりできるような指導の工夫 
が必要である。 

・児童の発達に合った技法や材 
料で、児童が創意工夫を楽し 
みながら表すことができる 
ような指導の工夫が必要で 
ある。 

４）その他，気づいたこと 
・太い筆やペンなどで細かい表 
現がつぶれているものがあっ 
た。線の太さだけでなく、描きやすいペンや紙等を 
用意したい。 

・貼り付けた紙などが剥がれている作品があった。貼るな 
らば剥がれないように指導したい。また、本当に貼る必 
要性があるのか指導者がしっかり考えたい。 

・バックを塗ったり、色付きの紙を選んだりしたことで、 
本来主役であるはずの児童の表現が損なわれないよう 
にしたい。 

 

■小学校５年生 

【審査：伊庭・若山・吉田】 
１） 作品を見て，よかったこと 
・指導者の工夫（視点）がよく、子どもの思いや取り組み 
が作品に表れていた。 

２） 気になったこと 
・子どもたちがのびのびと製作に取り組めていないと思 
われる作品が見られた。 

３）これから望むこと 
・コラージュが多くなってきているが、写真から子どもの 
イメージが広がりきれず、つながりが感じられないもの 
もあり、指導の工夫が望まれる。 

４） その他，気づいたこと 
・銀河鉄道の絵を油性ペンで描く取り組みがとても多か 
った。子どもの思いにあった描画材を選ぶようにしたい。 

 

■小学校６年生  
【審査：田中・大和・建林】 
１） 作品を見て，よかったこと 
・写生に意欲的に取り組んだ 
作品が多かった。 

・自分が表したい世界観を追 
求し、描画材の特性をいか 
していた。 

２）気になったこと 
・発達段階に合わない題 
材が見られた。 

・自分の表したいことに 
合わせて技法を選べる 
とよい。 

３）これから望むこと 
・それぞれの発達段階で、様々な表現を経験することで、 
以後の表現の表現にいかせるようにしてほしい。 

 
■中学校 

【１年生審査：伊庭・笹山・林】 

【２年生審査：垣見・奥村】 

【３年生審査：堤・大西】 
１） 作品を見て，よかったこと 
・同じような題材でも、題材名や描画材料、用紙等の工夫 
により、生徒の意欲を引き出し、生徒の力を伸ばしてい 
る指導者の姿を見ることができた。 

２）気になったこと 
・指導者の心構えや言葉かけで、もっと生徒の力を引き出 
せるのではないかと感じられる作品があった。 

・出品ありきの制作ではなく、生徒の思いが込められた作 
品の出品を期待したい。 

 

 
３）これから望むこと 
・審査会に参加し、作品を見る目を養う機会を多くの先生 
方にもってほしい。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
■特別支援  
【審査：北居・赤沢】 
１）作品を見て，よかったと思われたこと 
・描くものをしっかり見て描いた作品や感じたことをス 
トレートに表した作品が多かった。作品に没頭し、自己 
表現する子どもの姿が作品に表れていた。 

４）その他，気づいたこと 
・子どもたちの表現したい思いを受け、指導者が寄り添 
いながらアドバイスしていただいている様子が伝わっ 
てきた。 
 
 
 
 


